








提  出  者 渡邉 美希 
論文審査担当者 
（主査）教授 横溝 博 
教授 佐倉 由泰 
教授 高橋 章則 
准教授 仁平 政人 
論  文  名 近世後期『枕草子』注釈の研究 
本論文は、伴直方『枕冊子考』を主たる考察対象として、近世後期の和学者たちの『枕草子』注釈
活動の一端を明らかにしようと試みたものである。江戸時代の『枕草子』受容は、『枕草子』注釈書
の嚆矢である『春曙抄』の圧倒的な影響下にあり、和学者たちも例外ではなかったが、近世も後期に
なると『春曙抄』を相対化する機運が起こってくるようになる。本論文は、主として『枕冊子考』を
考察対象に据えることで、伴直方の注釈活動を分析すると共に、この書物が『春曙抄』を相対化し、
同時代の和学者たちの様々な要請に応えるべく編纂されたものであることを明らかにする。さらには、
清水浜臣の『春曙抄』の書入れに注目し、書入れに示された浜臣の見解が、まさに『春曙抄』の解釈
に異を唱え、新見に満ちたものであることを析出する。このような『枕冊子考』および清水浜臣の書
入れを分析することを通して、本論文は、近世後期における『枕草子』研究の性格の一端を明らかに
すると同時に、近代以降の『枕草子』受容へと論を展開するための道筋をも示す。全体は論文による
〔考察編〕五章と、翻刻による〔資料編〕二編で構成されている。 
第一章から第四章までは、伴直方『枕冊子考』を考察の対象とする。第一章「伴直方『枕冊子考』
の伝本と構成」は、『枕冊子考』の悉皆調査の報告と解題から成る。九州大学附属図書館蔵本が清書
本的な位置にあることを突き止め、底本とするに至当であることを論証する。また同書が『春曙抄』
にない『枕草子』の情報を多数収めていることを指摘する。第二章「伴直方『枕冊子考』の『枕草子』
本文」では、「目録」「攷異」を分析し、これらが『春曙抄』を参照するための利便性を考慮したもの
であり、同時に三巻本第二類の本文を情報として補うものであることを指摘する。第三章「伴直方『枕
冊子考』と多田義俊『枕草紙抄』の関係」では、「枕草子と名つくる事」を分析し、『枕草子』の名義
についての直方の意見が、じつは多田義俊の見解を踏襲していることを指摘し、様々な情報を取捨選
択する直方の注釈態度を明らかにする。第四章「伴直方と『枕草子』」では、『枕冊子考』が『春曙抄』
の相対化という当時の機運に即応するものであり、膨大な資料を整理し分類することを得意とする直
方であるからこそなし得た仕事であったことを指摘し、評価する。第五章「清水浜臣書入本『枕草子
春曙抄』「山は」段の考察」では、清水浜臣の書入れを分析し、浜臣が本段の「山」は古歌に詠まれ
た名所であるという理解に基づき、詠歌の実例を挙げながら実証的に注を施していることを指摘する。
以上のように本論文は、『枕冊子考』と清水浜臣の書入れの分析によって、これらが『春曙抄』を相
対化する機運の中で作られた書物であり、書入れであることを明晰に論じることで、数多くの有益な
知見を提示している。加えて、学界未紹介であった『枕冊子考』本文及び清水浜臣による『春曙抄』
書入れの全翻刻を付しており、新資料の提供という面からも、斯学の発展に寄与するところ大なるも
のがある。 
よって本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
